
「手の記憶・夢を現実に」
各班別に木製ベンチを考え・作図し・組立る。

地元の小学校より、地域を取込んだ総合学習の一環として、何か企画してもらえないか
との相談があり、又 青年部の活性化を計る時期でもあったため、この事業を立上げる
ことにした。

自然の物との触れ合いを通して、子供達に考えることや、創ることの楽しみを
肌で感じ、協同で物を完成させていく喜びを「手の記憶」として感じてもらい、
創造･設計･施工･完成と一連の建築の流れを楽しんでもらう。

平成１２年度　建築学校 遊び設計・遊び施工
平成１３年度　建築学校　３６．５℃ 左官体験　「日本の伝統　土壁」

福祉体験　「さわって見える建築」
平成１４年度　建築学校  ３６．５℃ ベンチ作製　「手の記憶・夢を現実に」

子供達に協同で物を創造し、完成させていく喜びを経験してもらい、最近使うことの
無かった鋸・金槌・鏝などが身近な道具として感じてもらうことが出来た。
又、青年部内での交流がより一層深まり、地域貢献になる事業を自主的に企画し
参加する姿勢が現れてきた。

社団法人　兵庫県建築士会 社支部

特に無し

年１回の建築学校  ３６．５℃を計画する
小･中学校の週完全５日制に伴う地域を取込んだ総合学習の推進に積極的に参加し、
建築という媒体を通して子供達の感受性・創造性・自由に発想する力を養い、私達の
住環境に関心を深めてもらう。
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